












［香港等への塩釜産品販路構築に向けた人材育成の強化］
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塩釜産品の海外販路開拓へ
輸出体制を強化、専門人材も育成

水産加工業を主力とする宮城県塩釜市で、50社を超える業者が手を組んで海外販路の開拓を進めている。
香港で、商談会への出展や現地飲食店での販促・プロモーションを展開し、関係者を招いて勉強会を開催。
その中で、輸出業務に長けた人材の育成を積極的に進めている。10

上・「RBHK」に出展した水産加工業者、協議会のメ
ンバー（後列・右から�番目が渡辺さん、左から�番
目が畑中さん）
下・輸出関係者を講師役に行った勉強会。参加者
は熱心に聞き入っている。

香港の商談会では笹かま等の取引が決まった。

香港の飲食店での販促・プロモーションの様子
所在地 〒��� -���� 　宮城県塩釜市新浜町� -�� -��
TEL ��� -��� -����
HP https://shiogama.enavigator.jp/umaimon
 （「みなと塩釜旨いもん“おいしおがま”」）
主な事業内容 水産加工品の輸出関連業務

本事例の問い合わせ先

塩釜水産品協議会
（塩釜市団地水産加工業協同組合内）

港の商談会を
機に輸出が実現香

社超が結集し、
共同輸出へ一歩50

背景

これまでの共同輸出の取組の中で、代行販売でなく
チームが商取引を担う主体者となる必要性を実感。

塩釜市内の水産加工業者は中小・零細企業が多く、品
数や人材等、輸出に取り組む体力に限界がある。

商習慣の異なる海外との取引を実現するには、専門的
な知識をもつ人材の育成やノウハウの蓄積（異業種との
連携も含め）が必要。

商取引を担うためには、人材育成やノウハウの
蓄積（異業種との連携も含め）が必要。

取組内容

チーム化による再生モデルの概要

新たな
ネットワークテーマ

Theme 塩釜地域水産商社
結成チーム取組主体

Player

そういった事情があった。そ
こで、同協議会が輸出に関
する業務を一手に引き受け
ることで、各水産加工業者
が輸出に乗り出しやすい環
境を整えたのだ。
　同時に、そうした輸出体
制を強化するためには、専
門人材の育成も欠かせな
い。そこで、海外商談会に
出展するとともに、そうした
機会を通して輸出に関する
交渉のノウハウ等を蓄積し、専門的な人
材の育成につなげようというのが今回のプ
ロジェクトだ。
　その中で、中心的な役割を果たしている
のが塩釜水産品協議会の渡辺信哉さん
だ。渡辺さんは、同協議会の構成団体の�

つである塩釜市団地水産加工業協同組
合に所属。協議会に加盟する水産加工
業者に、商談会や勉強会への積極的な
参加を呼びかける等、リーダーシップを発揮
している。

　水産加工業が基幹産業の宮城県塩釜
市は、震災で大きな被害を受け、関連業者
は打撃を受けた。国内の販売ルートが途絶
え、水産加工品の生産金額は大きく減
少。販路を回復させることが課題になって
いる。ただ、国内市場は人口減少や魚食
離れが進んでいる。今後は国内だけでな
く、海外への輸出が鍵を握る。そう考えた
市内の水産加工業者らが、海外販路を広
げる目的で連携する動きが生まれた。
　平成�� 年�月、市内�� 社の水産加工業
者が加盟する「塩釜水産品協議会」が設
立されたのだ。また、水産加工業者の商品
をデータベース化したWEBサイト「みなと塩
釜旨いもん“おいしおがま”」を開設。さらに、
水産加工業者がチームを組んで香港やタ
イでの商談会に出展する等、海外への売
り込みを進めてきた。
　このようにチームで取り組む背景には、
市内の加工業者は中小・零細企業が多
く、海外輸出の実績も乏しい。また、外国
語での交渉をはじめ、輸出に必要な業務を
自社だけでカバーするのは簡単ではない。

　今回のプロジェクトでは具体的には、海
外商談会への出展、メールマガジンによる
営業・PR、さらには輸出の知識やノウハウ
を学ぶ勉強会に取り組んだ。
　まずは、海外の商談会だ。日本食マーケッ
トの大きい香港に狙いを定め、平成�� 年�月に
「Restaurant  ＆ Bar Hong Kong」（RBHK）、平
成�� 年�月に「香港日本産農水産・食品
輸出商談会」に出展した。
　RBHKには、主に漬魚や海藻品を扱う�

つの加工業者が参加した。この場で手応
えを得た海藻品メーカーは、商談会を終え
た後、サンプルを複数の現地飲食店等に
送付して再度取り扱いを打診した。すると、
ある和食料理店から返事があり、取引が
実現したという。渡辺さんは、「商談会に
参加したことで『売れる』と手応えを感じた
ようだ。海外の現場に行くことで、水産加
工業者の輸出への機運が高まった例だ」
と手応えを口にする。
　また、RBHKでは初めて異業種との連携
も試みた。市内の酒造会社と共同出展し、
日本酒と一緒に水産加工品をPR。日本酒
の人気が海外で高まっていることから、日
本酒を切り口に水産加工品にも興味をも
ってもらおうという狙いだった。
　一方、香港日本産農水産・食品輸出
商談会には、それぞれ干物、笹かま、乾物
の加工業者�社が現地に乗り込んだ。笹か
まや塩干品等の取引が決まり、現地飲食
店で扱われることになった。このうち、笹か
まは過去の商談会での経験等から「香港
の人たちの嗜好には、大きいサイズの商品
がマッチするだろう」と“香港仕様”の商品

を用意。さらに、予め取引価格を設定する
等、その場ですぐに具体的な商談を行える
準備を行った。取引が実現した裏には、単
に商品の魅力をPRするだけでなく、入念な
商談の準備があったのだ。
　こうした取引の成果が生まれているの
は、渡辺さんの手腕によるところも大きい。
水産加工業者の多くは海外輸出の経験
がないため、商談会への参加にも二の足
を踏みがちな面があるという。商談会は水
産加工業者に文書で案内を送って参加を
呼びかけているが、渡辺さんはそれだけでな
く、各水産加工業者の担当者と直接顔を
合わせ、直談判を繰り返してきた。その結
果、実際に商談会に参加した水産加工業
者は刺激を受け、その経験を周囲の水産
加工業者に伝える動きが生まれる等、水
産加工業者の間で輸出への関心が高ま
っているという。

　商談会に加え、日々の定期的なPR・営
業を目的に打ち出したのが、メールマガジン
の配信だった。
　これは、これまでの商談会等で知り合っ
た国内外のバイヤーら約��� 人を対象に、
協議会に加盟する加工業者の商品情報
を届ける内容。英語版でも配信している。
平成�� 年�月～平成�� 年�月までに計�� 回

配信し、取り上げた品数は�� 商品に上る。
渡辺さんは、「メルマガを通じて、加工品
のデータベースサイト『みなと塩釜旨いもん
“おいしおがま”』を閲覧する読者が一定数
いる。香港の商談会に参加した際も『読ん
でいる』という声をもらった。一定の宣伝効
果がある」と話す。
　輸出関係者を招いて行う勉強会も、平
成�� 年�月以降、計�回にわたって開催。
塩釜市内で実施した初回から�回には、各
回�� 社・�� 人ほどが出席。香港の飲食店
経営者や販売代理人を招き、香港をはじめ
とするアジア市場の商習慣や動向を学ん
だりした。さらに、最終回は同じ三陸沖にあ
る石巻市（宮城県）との交流が実現した。
石巻市は、行政や水産加工業者らが協力
して水産加工品の輸出に力を入れている。
その経験やノウハウを地域間で共有するこ
とで、輸出機運の向上や人材育成につな
げたい考えがある。
　塩釜市商工港湾課の畑中淳さんは、
「水産加工業者の多くは輸出に興味があ
っても、実際にどうしたらいいのかわからず、
不安も大きいはずだ。商談会や勉強会に
参加したことで刺激を受け、能動的に動く

ようになった企業は少なくない」と強調。水
産加工業者の共同輸出を主導してきた渡
辺さんも、商談会での成功体験等から「地
域の輸出への機運は徐々に高まってきて
いる」とし、それが輸出業務に詳しい人材
の育成にもつながっていくことを期待して
いる。

者招き勉強会。
地域間連携も識
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平成29年度 「チーム化」モデル事例集　 http://www.reconstruction.go.jp/portal/sangyou_nariwai/20160414135417.html 輸出拡大モデル事業報告書 http://www.reconstruction.go.jp/portal/sangyou_nariwai/20160414135417.html

事例
●乾燥品や塩蔵品ではなく、ナマコを使った揚
げ団子やチーズリゾット等の新メニューを開発

●平成29年度版事例集 P26

●若い女性をターゲットに、ホヤのビスクや天ぷ
ら等従来の刺身以外の食べ方を提案

●本事例集 ●平成29年度版事例集P18 P12

事例
●日本酒とのマリアージュを追求した「お酒＋お
つまみセット」の開発

●平成29年度版事例集 P10

●医療機関等のニーズを踏まえ、魚食の健康
効果に着目した病院食や介護食等のメディケ
アシーフーズを開発

●本事例集 ●平成29年度版事例集P14 P22

●組合単位で水産加工業者が連携し、商品数や専
門人材を相互に補完しながら、海外の商談会等に共
同出展する等、輸出を目指した取組を実施

●本事例集 ●平成29年度版事例集P24 P20

●個別の水産加工業者が共同出資して輸出会社を
設立し、商品力・ノウハウ・人材・資金面等の経営資
源を共有・補完して海外販路拡大活動を実施

●平成29年度版事例集 P24

事例

●本事例集 P22
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新たな商品を開発し、
新たな市場（顧客層）を開拓するため、
チームを組んで様々な取組に挑戦！

輸出拡大モデル事業・
チーム化による
水産加工業等
再生モデル事業での
取組

被災地の水産加工業者は、震災により、
従来の食品卸や食品スーパー等の
販路を喪失

人口減少や原料高騰に加え、国内市場が
変化する中で、従来の販路の回復を
目指すだけでは、売上の回復は困難

調理学校の学生や地域の飲食店等と連携し、
新しい食べ方を提案することで、新たな市場を開拓！新たな食べ方をみつけたい

コーディネーター等と連携して国内外の見本市・
商談会へ出展する等、様々な販促活動に取り組むことで、
より効果的に販路開拓を実現！

新たな販路を開拓したい

生産者や消費者、水産加工業者以外の業界と連携することで、
これまでにない新商品のアイデアが生まれる！新商品のアイデアがほしい

飲食店でのキャンペーンやメディアを通したPR 、インフルエンサー
によるSNS発信など、多様な主体と連携することで、
これまで存在も知らなかった顧客層に商品をP R！

もっと商品をPRしたい

複数の事業者が共通のビジョンや地域ブランドを
練ることで、商品の訴求力を高めることにつながり、
より付加価値のある販路開拓を実現 !

地域で商品を売り込みたい
新たな市場（顧客層）を
狙った新商品の開発

新たな販路を開拓

商品のブランド力の向上
水産加工業者

水産加工業者

料理学校の学生、
地域の飲食店等

コーディネーター
（行政・地元商社等）

マーケター
（マーケティング会社等）

消費者 メディア 飲食店・
IT会社等

水産
加工業者

酒造蔵、
医療機関

消費者生産者

水産加工業者

水産加工業者

生産者
●地域の事業者らが蒲鉾マイスター認証制度を作
り、飲食店の参加を通じて販路を拡大

●平成29年度版事例集 P6

●水産業界の若手リーダーが連携してチームを結成
し、共通の商品コンセプトや地域ブランドを掲げて販
路拡大活動を実施

事例

事例

●海外インフルエンサーによるPRと海外ECサイトと
の連携による売上拡大

●本事例集 P12

●平成28年度実施事業　輸出拡大モデル事業

●牡蠣やホヤによる健康市場の開拓を目指し、美容
健康情報誌にて牡蠣やホヤの美容・健康成分を
PR




